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(54)【発明の名称】感染性廃葉物の処理装置

(57)【 特許請求の範 囲】

【請求項 1】

処理槽 と、前記処理槽 に感染性廃 棄物 を含む廃水 を供給す る廃水供給手段 と、廃水 を前

記処理槽 か ら循環路 を循環 させ て前記処理槽 に戻す循環手段 と、処理 した廃水 を放 出す る

放 出手段 とを備 えた感染性廃棄物 の処理装置 において、

前記循環路 は、前記処理槽 の出 口か ら前記放 出手段 の放 出路 との分岐部までの輸送通

路 と、前記分岐部か ら処理槽 の戻 し口までの戻 し通路 とを備 え、

前 記 輸 送 通 路 に オ ブ ンの微 細 気 泡 を生成 す る微 細 気 泡 生成 手段 が設 け られ 、前記 戻 し通

路 に 二酸化塩 素 の微 細 気 泡 を生成 す る微 細 気 泡生成 手段 が設 け られ 、

前 謂
~酵

イレ歯 芸 r,ぅ 紳 飾 官 均 ル ナ ブ レ の 紳 知 気 洵 が 、 同 時 に 序 水 中 に 供 給 され て 庫 水 の 独 10

理 が進行 す る こ とを特徴 とす る感 染 性廃 棄物 の処理 装 置。

【発 明の詳細 な説明】

【技術分野】

【0001】
本発明は、た とえば医療機 関にお ける廃水 の処理方法お よび処理装置 に関 し、特 に手術

や解剖時に出 る感染性廃棄物 の処理装置 に関す る。

【背景技術 】

【0002】
手術や解剖時に出る廃棄物の廃水 には、血液が混 じつてお り、病原菌 に汚染 されてい る

可能性 が高 く、下水道や河川 に放流す る場合 には、消毒 してお く必要があ り、法令 によつ 20



鬱) 」P 7093564 B2 2022,630

て も適 正処理 が定め られ てい る。 従来 の推 奨 され る処理 方法 は、廃水 を 80℃ に加 熱 して

加 熱殺 菌す る方法 で あるが、処理 量 に対 して大規模 で高価 な処理設備 が必要 とな り、 コス

ト的 に合 わず 、一部 の大規模 医療機 関 を除 き、大部 分 の医療機 関では一般 の雑廃 水 と一緒

に処理 され 、十分 な殺 菌処理 が な されず に下水 や河川 に放流 され ていた。

【0003】
かか る状況 に鑑 み 、本 出願 人 は、既 に、特許文献 1に 記載 の よ うな感 染性廃 棄物 の廃 水

処理 方法お よび処理装置 を提案 してい る。 この処理 装置 は、オ ゾン処理 の前処理 と して三

酸化塩 素 での殺 菌処理 を行 うこ とで、処理設備 を大型化す るこ とな く、効 率的 な殺 菌処理

を可能 と し、 しか も環境 へ の影響 を小 さくす る もの であった。 特 に、二酸化塩 素 とオ ゾン

の組 み合 わせ に よつて、炭疸 菌等 の芽胞 菌 も滅 菌 で きるこ と、 ウィル スの不活化 、残存 す

る薬剤 、毒性 の あ る各種物質等 を分解 処理 で きる こ とも確認 され てい る。

【先行技術 文献 】

【特許文献】

【0004】
〔特許文献 1】 特許第 3496094号 公報

【発明の概要】

【発明が解決 しようとする課題】

【OO05】
上記特許 文献 1の 設備 は、小型 で、殺 菌能力 も高 く、多 くの医療機 関で採用 され てい る

が、 よ り低 コス トで、 よ り効率 的 な処理設備 を開発すべ く、 フ ァイ ンバ ブル 、 ウル トラフ

ァイ ンバ ブル とい った微 細気泡 の技術 に着 目 した。

本発 明の 目的は、微 細気泡 を用 い る こ とで 、 よ り低 コス トで効率 的 に感染性破 棄 物 を処

理 で き る感 染性廃 棄物 の処理装置 を提 供す るこ とにあ る。

【課題 を解 決す るた めの手段 】

【0006】
上 記 目的 を達 成 す るた め に 、本 発 明 に係 る感 染 性 廃 棄 物 の処 理 装 置 は 、

処理槽 と、前記処理槽 に感 染性廃 棄物 を含 む廃 水 を供給す る廃 水供 給 手段 と、廃水 を前

記 処 理 槽 か ら循 環 路 を循 環 させ て 前 記 処 理槽 に戻 す 循 環 手段 と、処 理 した廃 水 を放 出す る

放 出手段 とを備 えた感染性廃棄物 の処理装 置 にお いて、

前 記 循 環 路 は 、 前記 処 理 樽 の 出 口か ら前記 放 出手 段 の放 出路 との分 岐 部 ま で の輸 送 通 路 と  30
、前記分 岐部 か ら処理槽 の戻 し口まで の戻 し通 路 とを備 え、

前 記 輸 送 通 路 にオ ゾ ンの微 細 気 泡 を生成 す る微 細 気 泡 生 成 手 段 が設 け られ 、 前 記 戻 し通

路 に二酸化塩 素 の微 細気 泡 を生成 す る微細気泡 生成 手段 が設 け られ 、

前記 二 酸化 塩 素 の微 細 気 泡 とオ プ ン の微 細 気 泡 が 、 同時 に廃 水 中 に供 給 され て廃 水 の処

理 が進 行 す る こ とを特 徴 とす る。

【0007】
本明細書でい う「微細気泡Jと は、 100μ m以 下のファインバブル として総称される、

lμ m以 上 100μ m以 下 の マ イ ク ロバ ブ ル 及 び lμ m未 満 の ナ ノバ ブ ル が 含 ま れ る。

上 限 は 100μ mに 厳 格 に規 定 され る もの で は な く、 100μ m程 度 よ り小 さい気 泡 とい

n意 味 で、本 明細書 では微 細気泡 とい う呼ぶ もの とす る。 40

【発明の効果】

【0008】
本発明によれば、微細気泡を用いることによ り、廃水中に分散す るオゾン、二酸化塩素

の微細気泡の気液界面の面積が飛躍的に大 きくなるので、廃水 中に存在す る炭疸菌に代表

され る芽胞菌等の病原菌、その他 の細菌、 ウィルス、残存す る薬剤、毒性のある各種物質

等が、オゾン、二酸化塩素に曝露 され る確率、度合いが増大 し、これ らの分解処理が飛躍

的に促進 され、処理設備 を大型化す ることな く、よ り低 コス トで効率的に感染性破棄物を

処理できる。

【図面の簡単な説明】

【0009】
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図 1は 本発 明の参考形態 1に 係 る感 染性廃 棄物 の処理 装置 の構成 図で ある。

図 2は 本発 明 の参考形態 2に係 る感染性廃 棄物 の処理 装置 の構成 図で あ る。

図 3は 本発 明 の参考形態 3に 係 る感 染性廃 棄物 の処理 装置 の構成 図で あ る。

図 4は 本発 明 の実施形態 1に係 る感 染性廃 棄物 の処理 装置 の構成 図であ る。

発明を実施するための形態】

【0010】
以 下 に本発 明 を図示 の参考形態 お よび実施 の形態 に基づ いて説 明す る。

[参 考形態 1〕

図 1は 本発 明の参考形 態 1に係 る感染性廃 棄物 の処理装置 を示 してい る。

す なわち、 この処理装 置 10は 、第 1処 理槽 1と 、第 2処 理槽 2と 、第 1処 理槽 1に 殺

菌消毒剤 としての二酸化塩 素 Cを 注入す る二酸化塩 素注入 手段 としての二酸化塩 素注入装

置 3と 、感染性廃棄物 を含 む廃水 Dを 第 1処 理槽 1に 供給す る廃水供給 手段 と しての廃水

供給装 置 5と 、廃水 Dを 第 1処 理槽 1と 第 2処 理槽 2と の間 を循 環 させ る循環装 置 (循 環

手段 )7と 、循 環す る廃 水 中にオ プンを供給す るオ ゾン供 給 装置 (オ プン供給手段 )8と 、

処理 した廃水 を放流す るた めの放 出手段 と しての放流装置 9と 、第 1処 理槽 1内 に設 け ら

れ た微 細気泡生成装置 (微 細気 泡生成 手段 )200と 、 を備 えてい る。

【0011】
感 染性廃 棄物 とは、廃棄物処理 法 に よれ ば、解剖・ 手術 等 に伴 って発生す る病理廃棄物

(臓器 、組織等 )と 、解剖・ 手術等 に伴 つて発 生す る血液 、血清 、血漿、体液 (精 液 を含

む)を 含む感 染性 産業廃 棄物 に分類 され てい るが、本発 明が対象 と してい る感 染性廃棄物

は、主 と して感染性 産 業廃 棄物 が該 当す る。 もちろん、法令 の定義 に限定 され る ものでは

な く、殺 菌 の必要 の あ る医療廃棄物全般 に適用 可能 で あ る。 二酸化塩 素 と しては水溶液 の

形態 で、特 に二酸化塩 素 をアル カ リ溶 液 中に とか して安定化 させ た安 定化 二酸化塩 素 を用

い る こ とが好適 で あ る。

【0012】
図示例 では、第 1処理槽 1と 第 2処 理槽 2は 、地 下の設備 室 100内 に配置 され てい る

が、設備 室 100は 地 上 にあって もよい。 設備 室 100に は、設備 室 100の 空気 の入れ

換 えをす るた めの給気 フ ァン等 の吸気設備 101、 排気 フ ァン等 の排気設備 102が 設 け

られ 、 また、清掃 時や水漏れ等 が生 じた場合 に水 を排水す るた めの排水 ポ ンプ 103が 設

け られ てい る。 この廃 水 は外部 に放 流す る こ とな く、再び第 1処 理槽 1に 戻 され る。 第 1

処理槽 1は 密 閉 され た容器 で、第 1処理槽 1内 部 に貯 ま るガ スを排気す るた めの排 気パイ

プ 11と 、液 面 スイ ンチ 12と が設 け られ てい る。 排気パ イ プ 11は 第 1処 理槽 1上 部 に

設 け られ 、パ イ プ途 中に脱 臭器 13が 設 け られ てい る。

【0013】
第 2処 理槽 2は圧 力容器 で、上部 には減 圧 弁 21と 、内部 のガス を排 気す るた めの排気

通路 22が 設 け られ てい る。排気通 路 22に は排 オ プン吸着器 23が 設 け られ てい る。 ま

た 、第 2処 理槽 2内 の内圧 を計測す る圧 力 計 24が 設 け られ てい る。 二酸化塩 素注入 装置

3は 、 二酸化塩 素 を貯 留す るタンク 31と 、 この タンク 31と 第 1処 理槽 1間 を接続す る

注入 路 6と 、 タンク 31内 の二酸化塩 素 を第 1処 理槽 1に 送 り出す ポ ンプ 33と を備 えて

い る。 また、図示 しないが、給水路 120の ライ ンを分岐 させ て タンク内に給 水 可能 と し

、二酸化塩 素濃度 を調整 可能 と して もよい。 そ の場合 には、 タ ンク 31内 の二酸化塩 素 を

撹拌 す る攪拌器 、 タンク 31内 の液 面 を検 出す る液 面計 ,タ ンク内 に水位 が所 定量 に達す

る と給 水 を停止 す る ノミッ トスイ ッチ等 が適 宜設 け られ る。

【O014】
また 、第 1処理槽 1の 上部 には洗浄用 の散水器 14が 配置 され 、 この散水器 14に 給水

路 120が 接続 され てい る。廃水供給 装置 5は 、解 剖室等 の廃 棄物発 生部署 か らの廃 水 を

流す俳 水路 51と 、排水 路 51か らの廃水 を受 けて異物 を除去す る異物 除去具 と しての排

水桝 52と 、排 水桝 52と 第 1処理槽 1間 を連 通す る供給路 53と 、 を備 えてい る。排水

桝 52の 位 置 は第 1処理槽 1よ り高 く、廃 水 は排 水桝 52か ら第 1処 理槽 1に 重力 に よつ

て流入 す る。廃 水供 給装置 5は 、解剖 室等 か らの廃 棄物発 生部署 か ら直接 第 1処理槽 1に
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供給 され る場合 だ けで な く、別 に ピ ッ ト等 の一時貯 留槽 を設 け、一 時的 に貯 留槽 に貯 留す

るよ うに して もよい。

【0015】
また、二酸化塩 素 の注入 路 6は タ ン ク 31と 第 1処 理槽 1と を直接結 んでい るが、途 中

に排 水桝 52に 至 る分岐通路 61が 設 け られ 、二酸化塩 素 Cの 一部 を排 水桝 52に 注入 し

てい る。排水桝 52に 供 給 され た二酸化塩 素 は排水桝 52を 消毒 し、供 給路 53を 通 じて

供給 路 53を 消毒 しなが ら第 1処理槽 1に 送 られ る。 したが つて、二酸化塩 素 Cは 、 タン

ク 31か ら直接 注入 され る経路 と、排水桝 52を 介 して注入 され る経路 の 2経 路 を通 じて

注入 され るこ とにな り、分 岐通路 61,排 水桝 52お よび供給路 53も 殺 菌 消毒剤 であ る

二酸化塩 素 の注入 手段 と して機 能す る。

【0016】
循環 装置 7は 、第 1処理槽 1と 第 2処 理槽 2を 結 ぶ循乗路 70と 、循環 路 70に 設 け ら

れ廃 水 を第 1,第 2処 理槽 1, 2間 を循 環 させ る循 環 ポ ンプ 73と を備 えた構成 とな つて

い る。

循 環 路 70は 第 1処理槽 1の 底 部 と第 2処 理槽 2の 上部 とを接続 す る輸 送通路 71と 、

第 2処 理槽 の底 部 と第 1処 理槽 1の 上部 とを接続す る戻 し通路 72と を備 えてい る。循環

ポ ンプ 73は 輸 送通 路 71に 2つ 並列 に設 け られ 、一つ が予備 とな つてい る。 輸送通路 7

1の 循環 ポ ンプ 73の 上流側 には ス トレーナ 74、 さ らに、通路 を開閉す る電動 の開閉バ

ル ブ 75が 設 け られ てい る。 オ ゾン供 給装置 8は 、オ プン供給装置 80と 、輸送通路 71
の第 2処 理槽 2近傍 に設 け られ るエゼ クタ 81と 、オ プン供給装置 3と エゼ クタ 81間 を

接続 す るオ ゾン供給路 82と 、 を備 えてお り、エゼ クタ 81を 通 じて循乗す る廃 水 中に供

給 され る。

【0017】
また、処理 した廃 水 を放流す る放流 装置 9は 、一端 が電動 の第 1切 換 バル ブ 93を 介 し

て循 環路 70に 接続 され他端 が解放 され た放 出路 91と 、放 出路 91に 設 け られ る放流 ポ

ンプ 92と を備 えてい る。 この放流 ポ ンプ 92に よつて、第 1,第 2処 理槽 内の廃水 を循

環路 70を 介 して放 流す る。 第 1処理槽 1の 底部 には戻 し通路 72に 設 け られ た電動 の第

2切 換 バル プ 95に 接続 され る抜 き取 り通路 94が 設 け られ てお り、第 1処 理槽 1か らの

放流 は、 この抜 き取 り通路 94,戻 し通路 72お よび放 出路 91に 至 る経路 と、第 1処 理

槽 1か ら輸送通 路 71お よび第 2処 理槽 2お よび放 出路 91を 通 る経路 の 2経 路 を通 じて

放流 され る。 第 2処 理槽 2か らの放 流経 路 は、戻 し通路 72お よび放 出路 91を 通 じて放

流 され る。戻 し通 路 72を 経 由 させ ず に、輸 送通路 71の みか ら放 流す るよ うに して もよ

い し、場合 に よっては、抜 き取 り通路 94お よび戻 し通路 72の み か ら放流す るよ うに し

て もよい。 また 、戻 し通路 72の 第 2切 換 バル ブ 95の 下流側 には、廃 水 を取 り出 してサ

ンプ リングす るためのサ ンプ リング通 路 130が 設 け られ 、水 質 を検 査す る よ うにな って

い る。

微 細気 泡生成 装置 200は 、第 1処 理槽 1の 廃液 中に沈 め られ る構成 で 、水 中ポ ンプ 2

02と 、水 中ポ ンプに よって供給 され る廃水 中か ら微細気 泡 を生成 す る ノズル 204と を

備 えてい る。 この ノズル 204と して は、た とえば、流路 が絞 られ て急激 に拡 大す る部分

を有す るベ ンチ ュ リー 式 を採 用すれ ば、急激 に拡 大す る部分 でキ ャ ビテー シ ョンを引 き起

こ し、微 細気 泡 を生成す る こ とがで き る。微 細気 泡 は、主 と して粒径 が 100μ m以 下の

フ ァイ ンバ ブル で あ り、 lμ m以 上 100μ m以 下のマイ ク ロバ ブル及 び lμ m未満 のナ

ノバ ブル が含 まれ る。粒径 の上 限は 100μ mに 厳 格 に規 定 され る ものではな く、 100
μm程 度 よ り小 さい気 泡 を意味す る。 また、エゼ クタ式 で あ るが、 Y」 ノズル (エ ンバイ

ロビジ ョン株 式会社 の商品名 )の 口及気 ポー トを閉塞 した もの を用 い る こ とに よつて も、微

細気 泡 を生成 す るこ とが可能 で あ る。

【O018】
上記構成 の廃 棄物処理装置 は、次 の よ うに作動す る。

まず 、解剖 室等 の廃 棄物発 生部署 か ら排水 路 51を 通 じて流 され た廃 水 は排水桝 52を
経 て供 給路 53に 流入 し、供給路 53を 通 じて第 1処理槽 1に 供給 され る。 一 方、廃 水 が
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第 1処 理槽 1に 流入す る と同時 に、二酸化塩 素注入装 置 3の ポ ンプ 33を 駆動 して注入路

6を 通 じて二酸化塩 素 を一定量注入 す る。 二酸化塩 素 の大部分 は注入 路 6を 通 じて直接 第

1処理槽 1内 に注入 され 、一部 は注入 路 6か ら分岐 通路 61を 経 て を排 水桝 52に 供給 さ

れ 、排 水桝 52か ら供給路 53を 経 由 して第 1処 理槽 1に 流入す る。排 水桝 52か ら供給

路 53を 流れ てい く途 中廃水 が二酸化塩 素 に接触 し、殺 菌 されつつ第 1処 理槽 1に 流入す

るので、薬液 が廃水 に よ く混 じり合 い、殺菌 を促 進す る こ とがで き る。 この二酸化塩 素 の

注入 は、排 水桝 52を 経 由 させ ず に、第 1処 理槽 1の み に注入 す るよ うに して もよい し、

第 1処理槽 1に 直接 注入せ ず 、全 量 を排水桝 52を 経 由 させ て注入す るよ うに して もよい

【0019】
第 1処理槽 1に 供給 され る廃水 の量 が所 定量 に達す る と廃水 の供 給 を停 止す る。 第 1処

理槽 1に お け る二酸化塩 素 の濃度 が所 定範 囲 とな るよ うに、注入す る二酸化塩 素 Cの 量 が

決 定 され る。

次 いで、微 細気 泡生成 装置 200に よ り、二酸化塩 素 Cの 微 細気 泡 に よる殺 菌処理 を行

う。

微 細気 泡生成 装置 200で は、ポ ンプ 202に よつて、第 1処 理槽 1内 で、廃水 が吸 引

され て ノズル 204に 送 り込 まれ 、 ノズル 204に 流入 した廃 水 に生 じる急激 な圧 力低 下

に よつて キャ ビテー シ ョンが生 じ、廃水 に溶 存 していた二酸化塩 素が微 細気泡 と して生成

され る。微細気泡 には、マイ ク ロパ ブル 、ナ ノバ ブル の混在 した大 き さの ものが含 まれ る

。 これ らの微 細気泡 が、 ノズル 204か ら第 1処 理槽 1内 に噴 き出 し、水流 の動 きに乗 つ

て処理槽 内に分散 され る。微 細気 泡 よ り小 さい細 菌等 は微 細気 泡 の気 液境 界面 に吸着 され

、二酸化塩 素 に曝 され て死滅 す る。 また、微 細気 泡 よ り大 きい病原 菌等 の細菌 に対 しては

、多数 の微細気泡 がその表 面 に吸着 され 、二酸化塩 素 の酸化 作用 に よつて分解 が進行す る

。 この よ うに微細気泡化す る こ とで、気液界 面の面積 は飛躍 的 に広 くな り、広範 囲 にわた

つて細 菌 を捕捉 し、効率 的 に殺 菌す る こ とがで き る。 また、細 菌 だ けで な く、 ウィル スに

つ いて も効 率 的 に不活化 され 、 さ らに、残存す る薬剤 、毒性 の あ る各種物質等 につ いて も

、分解 処理 が飛躍 的 に進行 す る。

【0020】
一 定時 間、二酸化塩 素 に よる処理 が終 了 した後 、オ ゾン処理 を行 う。 このオ ゾン処理 中

も、二酸化塩 素 に よる殺 菌 も進行す る。 オ ゾンを加 える こ とで 、二安 定化 二酸化塩 素のガ

ス化 が促 進 され 、二酸化塩 素 に よる殺 菌効果 が促進 され る。

す なわ ち、輸 送通路 71の 開閉バル ブ 75を 開 く と共 に循環 ポ ンプ 73を 回転駆動 し、

廃水 を輸送通路 71お よび戻 し通路 72を 通 じて第 1,第 2処 理槽 1, 2間 を循 環 させ る

。廃 水 がエゼ クタ 81を 通過す る際 に、オ プンが輸送通路 71内 に 自動 的 に吸 引 され 、オ

ゾンが廃 水 に供給 され なが ら第 2処 理槽 2に 流入す る。循 環 してい る間、エゼ クタ 81を
通 じて廃 水 に常時 オ プンが供給 され続 ける。 この間、二酸化塩 素 の微細気 泡 の うち、比較

的大径 の ものは浮 き上が って消滅 し、小 さい ものは収縮 して消滅 した り、 ウル トラフ ァイ

ンバ ブル となって浮遊 しなが ら循 環す る。

第 1処理槽 1に おいては、微細 気泡 生成装置 200が 駆 動 を継続 す る。 第 2処 理槽 2か
ら第 1処理槽 1に 流入す る廃水 は、一部 が微 細気 泡生成 装置 200を 通過す る。 この微 細

気泡生成装 置 200を 通過す る際 に、廃水 中に溶 存 してい るオ プンが キ ャ ビテー シ ョンに

よつて微 細気泡 と して生成 され 、第 1処 理槽 1に 滞 留 してい る廃 水 中に噴 出 され る。

このオ ゾンの微 糸田気泡 につ いて も、 二酸化塩 素 と同様 に、微 細気 泡 よ り小 さい細 菌等 は

微細気 泡 の気液境 界 面 に吸着 され 、オ ゾンの酸化 作用 に よ り死滅 す る。 また、微 細気泡 よ

り大 きい病原 菌等 の細菌 に対 しては、多数 の微 細気 泡 がそ の表 面 に吸着 され 、オ プンの酸

化作用 に よって分解 が進行 す る。 この よ うに微 細気 泡化す るこ とで、気液界 面の面積 は飛

躍 的 に広 くな り、広範 囲 にわた つて細 菌 を捕 捉 し、効率 的 に殺 菌す る こ とがで き る。 オ ゾ

ンにつ いて も、細 菌 だ けでな く、 ウィル ス につ いて も効 率 的 に不活化 され 、 さらに、残 存

す る薬剤 、毒性 の あ る各種物 質等 につ いて も、分解 処理 が飛躍 的 に進行 す る。 オ ゾンの作

用 は、 ガスの状態 で分離 した ラジカル な酸素原 子 に よる酸化 作用 、 あ るい は水 中で酸素原
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子 に よつて生成 され た OHラ ジカル の酸化作用 に よつて殺 菌 され 、分解 が進行 す る。 さ ら

に、残存す る二酸化塩 素 につ いて も、最終的 には分解 され る。

所 定時間運転後 、サ ンプ リング通路 130か ら廃 水 を取水 し、水質 を検査 し、検 査基準

内に収 ま っていれ ば、循乗 ポ ンプ 73お よび オ ゾン供給装置 8を 停止す る。

【O021】
放 流 は、第 1,第 2切換 バル ブ 93, 95を 切 り換 え る と共 に、放 流 ポ ンプ 92を 駆 動

す る。 第 2処 理槽 2内 に残 留 してい る廃水 は、戻 し通路 72の 一部、放 出路 91を 通 じて

放流 され る。 第 1処 理槽 1内 に残 留 してい る廃 水 は、輸 送通路 71お よび第 2処 理槽 2を

通 じて放 流 され る分 と、戻 し通路 72と 放 出路 91を 通 じて抜 かれ る分 の 2系 統 の通路 を

通 じて放 流 され る。 上記 した各バル ブ類 の切換 お よび ポ ンプ類 の制御 は、電気 室 104内
に設 け られ た不 図示 の制御盤 に よつて 自動制御 され る。

以 上、本 実施形 態 に よれ ば、前処理 工程 で二酸化塩 素 をフ ァイ ンバ ブル 、 ウル トラフ ァ

イ ンバ ブル 等 の微 細気泡 を生成 して殺 菌処理す るこ とに よ り、オ ゾン処理設備 を大型化す

るこ とな く、効 率的 に廃水 を処理す るこ とがで きる。 特 に、微 細気泡 を利 用す るこ とで、

処理 時 間 を短縮す る こ とがで き、 また、必要 な二酸化塩 素及 びオ ゾンの量 を大幅 に少 な く

す る こ とがで き、省 エネ及 び コス ト削減 を図 る こ とが で きる。

【0022】
次 に本発 明の他 の参考形態 と本発 明の実施形態 につ いて説 明す る。 以 下の説 明で、上記

参考形態 1と 同一 の構成 部分 につ いては、 同一 の符 号 を付 し、その説 明 は省 略す る もの と

す る。

[参 考形態 2]

図 2は 、本発 明の参考形態 2に 係 る感 染性廃 棄物 の処理装置 を示 してい る。

上記参 考形態 1で は、エゼ クタ 81に よつてオ ゾンを供給 してい るが、 このエゼ クタ 8

1の 代 わ りに、公 知 のエゼ クタ方式 の微 細気 泡生成 装 置 300を 用 いた もので あ る。微 細

気泡 生成装置 300と しては、た とえば、上記 した Y」 ノズル (エ ンバ イ ロ ビジ ョン株 式

会社 の商 品名 )等 を用 い るこ とがで き る。

この微 細気泡生成装置 300は 、基本 的 にエゼ クタ 81と 同様 に、 ノズル本 体 302の
通路 の一部 を細 く絞 り、ベ ンチ ュ リー 効果 に よつて流速 を高速 に して圧 力 を低 下 させ 、吸

気 ポー ト304か らオ ブンガス を 自己吸引す る もので あ るが、通 路 が拡大す る部分 に剥離

流 が多数 生 じるよ うに し、廃水 中に混入 したオ ゾンガスの気 泡 を剥離流 のせ ん断作用 に よ

つて微 細化す る もので あ る。

この よ うにすれ ば、オ ブンが微 細気泡 と して廃液 中に供給 され 、第 1処 理槽 1と 第 2処

理槽 2間 を循 環 して廃水 を処理す る こ とがで き る。 この場合 、第 1処 理槽 1内 の微 細気 泡

生成 装 置 200は 停止 してお いて もよい し、駆動 しておい て もよい。駆 動 してお けば、溶

存 してい る廃液 中か ら、 さ らにオ ブン及 び二酸化塩 素 の フ ァイ ンバ ブル及 び ウル トラフ ァ

イ ンバ ブル が生成 され 、 よ り効率 的 に殺 菌 、分解 す る こ とがで き る。

なお 、 この実施形 態 2に お いて は、第 2処 理槽 2を 無 く して もよい。

【0023】
[参 考形態 3]

図 3は 、本発 明 の参考形態 3に 係 る感 染性廃 乗物 の処理装置 を示 して い る。

この実施 形態 3は 、第 1処 理槽 1内 に沈 め られ た微 細気泡生成装 置 200の ノズル 20
4の 側壁 に設 け られ た吸気 ポー ト206に 、二酸化塩 素 の注入路 6を 接続 した もので あ る

この よ うにすれ ば、水 中ポ ンプ 202で ノズル 204内 に送 り込 まれ る廃 液 の流速 が絞

り部 で急激 に上昇 し、そ の圧 力低 下 に よつて 、吸気 ポー ト206か ら二酸化塩 素が ノズル

204内 に 自己吸 引 され て廃 液 中に気 泡 と して混入 し、 さらに、気泡 が、 ノズル 204内
の絞 り部 を通過 した流れ の剥離流 (渦 流 )に よってせ ん断作用 を受 け、微 細化 され 、 ノズ

ル 204の 出 口か ら第 1処 理槽 1内 に噴射 され る。

なお 、注入路 6か ら注入 され るのは、安定化 二酸化塩 素の水溶液 で あ るが 、活性化す る

こ とに よつてガス化 させ 、二酸化塩 素 ガス を吸気 ポー ト307か ら吸 引 させ る こ とがで き
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る。

また、 ノズル 204に 水 中ポ ンプ 202で 送 り込 まれ る廃 液 中に溶 存 してい る二酸化塩

素 につ いて も、実施形態 1と 同様 に、 ノズル 204に 流入 した廃 水 に生 じる急激 な圧 力低

下 に よつて キャ ビテー シ ョンが生 じ、廃水 に溶 存 していた二酸化塩 素 が微細気泡 と して生

成 され る。

この よ うに、 キ ャ ビテー シ ョン効果 による微細気 泡 と、 自己吸 引 され る二酸化塩 素 の剥

離流 に よ り生成 され る微細気 泡 が相乗 的 に生成 され るので、二酸化塩 素の微 細気 泡 が よ り

大量 に生成 され 、第 1処 理槽 1の 廃 水 中に供給す るこ とがで き る。

オ ゾン処理 工程 につ いて は、実施形態 1と 同様 で あ る。

【0024】
[実 施形態 1]

図 4は 、本発 明の実施形態上 に係 る感 染性廃棄物 の処理装置 を示 してい る。

この実施形態上 は、参考形態 1の よ うに第 1処 理槽 1内 に微 細気泡生成 装置 を設 けず 、

オ プンの微 細気泡生成装 置 300と 、二酸化塩 素 の微 細気泡生成 装置 400と を、第 1処

理槽 1と 第 2処 理槽 2を 結 ぶ循 環路 70に 設 置 した ものであ る。 いずれ の微 細気 泡生成装

置 300, 400も エゼ クタ方式 で あ り、オ ゾンの微 細気泡生成 装置 300は 、参 考形態

2と 同様 で、循環路 70の 輸送路 71に 配 置 し、二酸化塩 素 の微 細気泡生成装置 400を
戻 し通 路 72に 配置 してい る。

この実施形態上 は、オ ゾンを溶解 す る第 2処 理槽 は不 要で、第 1処理槽 に対応 す る処理

槽 41と 、二酸化塩 素注入装置 3と 、廃水供給 装置 5と 、廃 水 D循 環 させ る循環 装置 7と

、オ ゾン供給装置 8と 、放流 手段 と しての放 流装 置 9等 を備 えてい る。 この うち、処理槽

41、 二酸化塩 素注入装 置 3、 循環装 置 7、 オ ゾン供給装置 8が 処理ユ ニ ッ ト500を 構

成す る。

二酸化塩 素注入装 置 3か らは、一時貯留槽 55及 びス ク リー ンユ ニ ッ ト54に 二酸化塩

素 を供 給す る供給路 62、 63が 設 け られ てい る。 また、二酸化塩 素 の注入路 6が 、二酸

化塩 素 の微 細気 泡生成装 置 400の 吸気 ポー ト404に 接続 され てい る。

廃 水供 給装置 5に つ いては、解剖 室や 手術等 か ら流 され る感 染性廃 水 が、 スク リー ンユ

ニ ッ ト54を 介 して一時貯留槽 55に 貯留 され る。 一時貯留槽 55に はプ ロ ワ 56が 設 け

られ 、廃 水 中に空気 を送 り込 んで攪拌す る と共 に微 生物 に よる分解 を促 進 してい る。 一時

貯 留槽 55か らの排気 ガ スが、除菌ユ ニ ッ ト57を 介 して排気 され る。 除菌ユ ニ ッ ト57
は、一時貯 留槽 55か ら漏れ る排 ガ ス 中に浮遊す る細菌等 を除菌す る もので、た とえば、

紫外線 を照射 して空気 中の酸素 をオ ゾ ンを生成 す るオ プ ンランプ等 が用 い られ る。 また、

一時貯 留槽 55の 廃 水 を処理槽 41に 輸送す る供給 路 53が 設 け られ 、不 図示 の ポ ンプに

よつて処理槽 41に 輸送 され る。

なお 、除菌ユ ニ ッ ト57は 処理 ユニ ッ ト500内 に設 け られ 、処理ユニ ッ ト500に は

、除菌ユ ニ ッ ト57と 共 に、排 オ プン分解 器 223が 設 け られ 、処理 ユニ ッ ト500内 の

排 気 を行 つてい る。

循 環装 置 7は 、処理槽 41の 出 口 16か ら廃 液 を戻 し口 17に 戻 して循環 させ る循環 路

70と 、循環路 70に 設 け られ る循環 ポ ンプ 73と 、 ス トレーナ 74と を有 してい る。循

乗路 70は 、放 出路 91と の分岐部 に位 置す る切換 バル プ 97ま での輸送通 路 71と 、切

換バル ブ 97か ら処理槽 41の 戻 し口 17ま での戻 し通路 72と を備 えてい る。 循 乗 ポ ン

プ 73と ス トレーナ 74は 輸送通路 71に 設 け られ てい る。

放流装 置 9に つ いて は、循乗 路 70か ら切 換バル ブ 97を 介 して放 出路 91に 切 り換 え

られ て放 出 され るが、放 流 タ ンク 96に 一時貯 留 され る。 なお 、放 流 ポ ンプ 92の 図示 は

省 略 され てい る。 また、第 2切換バル ブ 95に 接続 され る抜 き取 り通路 94等 につ いて も

、図示 は省 略 され てい る。

【0025】
オ ゾ ンの微 細気泡生成 装置 300は 、 ノズル本体 302と 、 ノズル本 体 302の 側壁 に

設 け られ る吸気 ポー ト304と を有 し、 ノズル本 体 302の 入 ロポー トと出 ロポー トを、

輸送通 路 71を 構成 す る配管 に接続 してい る。 また、吸気 ポー ト304は 、オ プ ン供給路
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82を 通 じてオ ゾン供 給装置 8と 接続 され てい る。

二酸化塩 素 の微 細気 泡生成 装置 400は 、 ノズル本体 402と 、 ノズル本体 402の 側

壁 に設 け られ る吸気 ポー ト404と を有 し、 ノズル本体 402の 入 ロポー トと出 ロポー ト

を、戻 し通路 72を 構成 す る配管 に接 続 してい る。 また、吸気 ポー ト404は 、注入路 6

を通 じて二酸化塩 素注入装置 3と 接続 され てい る。

この実施形態 1_の 処理装 置 は、一 時貯留槽 55か ら処理槽 41に 所 定量 の廃 水 を供給す

る。供 給 した後 、循環 ポ ンプ 73を 駆 動 し、廃 水 を、輸送通路 71及 び戻 し通 路 72を 通

じて循環 させ る。廃 水 が循 環 を開始す る と、輸送通路 71に は、微 細気泡生成 装 置 300
を通 じて、オ ゾンガ スが 自己吸引 され てオ ゾンガスの微 細気泡 が生成 され て廃 水 中にオ ブ

ンガ スの微 細気泡 が供 給 され る。 さ らに、戻 し通路 72に は、微 細気泡生成 装 置 400を
通 じて二酸化塩 素 が 自己吸 引 され 、二酸化塩 素 の微 細気泡 が廃 水 中に供給 され 処理槽 41
に流入 し、二酸化塩 素 ガスの微細気 泡 とオ プンガ スの微細気 泡 が、同時 に廃水 中に供 給 さ

れ て廃 水 の処理 が進行す る。

この よ うに、エゼ クタタイプの微 細気 泡生成装置 300, 400を 用 い るこ とに よつて

、循 環 ポ ンプの供給圧 を利 用 して微 細 気泡 を生成す るので、参考形態 1の よ うなオ ブン溶

解 を主 とす る第 2処 理槽 2が 不要 とな り、処理ユ ニ ッ ト500の 小型化 が可能 とな る。

【0026】
そ の他 の形態

・微 細気 泡生成方式

上記 実施形態 では、微 細気 泡 をベ ンチ ュ リ式 、エゼ クタ式 に よつて生成 す る場合 を例示

して説 明 したが、微 細気 泡 の生成 方式 と しては、その他 に、旋 回流方式 、ス タテ ィ ック ミ

キサ 方式 、微 細孔方 式 、加圧 溶解 式 、超 音波 キ ャ ビテー シ ョン式等 が公 知 で あ り、二酸化

塩 素や オ ゾンの供 給方 式 、設備 に応 じて種 々の方式 を適 用す る こ とがで き る。 た とえば、

上記 が考形態 の よ うに、液体 中に溶解 した二酸化塩 素 の微 細気 泡 を生成 す る場合 には、ベ

ンチ ュ リ方式 の他 に、加圧 溶解式 、超 音波 キャ ビテー シ ョン式等 の方法 を と り、気体 を液

中に吸 引 して微細気 泡 を生成 す る場合 には、旋 回流方式 、エゼ クタ式 、ス タテ ィ ンク ミキ

サ方式 、微細 孔式等 を採 用す る こ とが で き る。

・ 二酸化塩 素処理 とオ プン処理 の順序

また、上記 した参考形態 1～ 3で は、オ プン処理 の前 に、二酸化塩 素処理 のみ を行 う前

処理 工程 を設 けてい るが、二酸化塩 素処理 の前 にオ プン処理 を行 って もよい。 また、二酸

化塩 素処理 の前 と後 にオ ゾン処理 を行 つて もよい し、二酸化塩 素処理 とオ ゾン処理 を同時

に行 って もよい。

実施 形態 1で は、二酸化塩 素処理 とオ プン処理 を同時 に行 ってお り、廃水 が酸性 とな つて

安 定化 二酸化塩 素 の ガス化 が促進 され 、廃 水 中に二酸化塩 素 ガ ス とオ ゾンガ スの気泡 が混

り合 った気液 二相構 成 で循 環す る。

・微 細気泡生成装置 を使 用 しない構成

上記各参考形態 では、処理装置 に微 細気 泡生成装 置 を設置 してい るが 、た とえば、二酸

化塩 素 の微 細気泡 を水 中に分散 させ た微 細気 泡水 、お よびオ プンの微 細気 泡 を水 中に分散

させ た微細気 泡水 を用意 し、二酸化塩 素の代 わ りに二酸化塩 素 の微細気 泡水 を、オ ゾンの

代 わ りにオ ゾンの微 細気 泡水 を供給す れ ば、微 細気泡 生成 装置 は不要 で あ る。 た とえば、

図 1に お いて、二酸化塩 素注入装置 3の タンク 31内 に、二酸化塩 素 の微 細気 泡水 を貯留

し、オ プン発 生装置 の代 わ りにオ ゾンの微 細気 泡 を貯 留 し、エゼ クタ 81で 送 り込む こ と

が可能 で あ る。微 細気泡 と して lμ m未 満 の ウル トラバル ブ と してお けば、長期保 存 が可

能 で あ る。 この微 細気泡水 の生成 は、感 染性廃 棄物 の処理 装置 の設備 外 で製造 した ものを

用 い る こ とがで き る。

【符 号 の説 明】

【0027】
10 処理装置

1 第 1処 理槽、 2 第 2処 理槽

41 処理槽
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3 二酸化塩 素注入装置

31 タンク、 32 ポ ンプ、 6 注入路

5 廃 棄物供給 装置

52 排水桝 、 53 供給路

7 循環装置

70 循環路 、 71 輸送通路 、 72 戻 し通路 、 73 循環 ポ ンプ、

7 5  バル ▼デ

8 オ プン供 給装置

80 オ ゾン発 生器 、 81 エゼ クタ、 82 オ プン供給路

9 放流装置

91 放 出路 、 92 放流 ポ ンプ、 98 第 1放流パル ブ、 94 抜 き取 り通路 、 95
第 2放流バル ブ、 97 切換 バル プ

130 サ ンプ リング通路

200 微 細気泡生成 装置

300 微 細気 泡生成装置

400 微 細気 泡生成 装置

【図 1】 【図 2】
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【図 3】
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